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福島県「大学生と集落の協働による地域活性化事業」活動報告会
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立教大学・文教大学「磐梯山プロジェクトチーム」



１.「磐梯山プロジェクトチーム」について

〇チームについて
立教大学観光学部橋本研究室と文教大学国
際学部海津研究室の共同チーム。それぞれ
観光行動とエコツーリズムについて学んで
いる。
〇応募理由
2013年から共同で磐梯山地域での研究を進
めており、現地の調査パートナーとも信頼
関係を築いてきた。これまで培ってきたノ
ウハウを活かして学生ならではの視点から
地域活性化の手助けをしたいと思い応募。
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２．地区のイメージと実際

活動をしてわかった地区の実際活動前に捉えていた地区のイメー
ジ

田んぼ
が多い

昔っぽい

磐梯山以外の
印象が薄い

栄えて
いない

自然豊かで
美しい

食べ物が
おいしい

名産品が多い

地域の人々が
あたたかい
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３.今年度の活動内容～スケジュール～

6月

・キックオフミーティン
グ
・事前学習会

9月

・現地調査
（9/1~9/4）

10月

・調査結果の分析

11月

・調査結果のまとめ

・ミーティング

1月
4



３.今年度の活動内容～3つの軸～

東日本大震災と
新型コロナウイル
スによる観光への
影響の共通点と相
違点を調査

北塩原村の名産品
を活用した新たな
土産品の開発

観光関連事業者の
課題と北塩原村の
振興に対する課題
を抽出・整理

観光への影響 課題の抽出 お土産の活用
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３.今年度の活動内容～ヒアリング先・スケジュール～

～ヒアリング先～
〇観光事業所

北塩原村商工観光課
裏磐梯ビジターセンター

北塩原村商工会
裏磐梯観光協会

裏磐梯エコツーリズム協会

〇飲食店
むらびと

めだかのがっこ
ヒロのお菓子屋さん

〇アウトドア施設
松原キャンプ場

はれがさやアクティビティ

〇インドア施設
ラビスパ裏磐梯
磐梯山噴火記念館
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～現地調査スケジュール～
〇１日目（9/1）
北塩原村商工観光課→五色沼毘沙門沼周辺視察→昼食→むらびと→磐梯山噴火記念館視
察→北塩原村商工会
〇２日目（9/2）
東鉢山七曲→裏磐梯ビジターセンター→裏磐梯観光協会→裏磐梯ビジターセンター視察
→昼食→野菜収穫体験（湯流里）→松原キャンプ場
〇３日目（9/3）
桧原歴史館、檜原集落視察→昼食→めだかのがっこ→ヒロのお菓子屋さん→はれがさや
アクティビティーズ
〇４日目（9/4）
裏磐梯エコツーリズム協会→ラビスパ裏磐梯→昼食→裏磐梯物産館、柳沼周辺視察
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４.調査により明らかになった課題、活かすべきこと

土産品の活用不足

素材はあるが上手
くお土産品として
活用できていない

新規事業に対する
抵抗感

新規事業に対して
消極的で実行に移

せない

後継者不足

事業者の高齢化に伴い
後継者が不足している

後継者の不在で閉業し
た空きペンションがい

くつもある

事業者間の
連携不足

村内で農業従事者と観
光業従事者と交流がほ

とんどない

同業者同士も連携がと
れていない
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５．課題解決のための提案、考察

新規事業に
対する抵抗感

土産品の
活用不足

事業者間の
連携不足

後継者不足

若者の視点の導入
活用する
には？

解消する
には？

払拭する
には？

連携を促進
するには？
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６．今後に向けて

9

9
お土産を具体的に掘り下げる
北塩原村の名産品を活用した新たな土産品の
開発

ペンションの活用案・体験イベントを提案する
空き家状態になっているペンションを活用し、
地域活性化に繋がる新規事業を提案

活用する
には？

解消する
には？

払拭する
には？

連携を促進
するには？

村の活性化へ


